
　
　
　
　

は
じ
め
に

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
（
以
下
、
字
類
抄
と
も
）

の
収
録
語
彙
の
性
質
に
関
心
を
持
ち
、
特
に
そ
の
部
立
ご
と
に
ど
の
よ
う

な
語
彙
が
収
ま
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
調
査
を
重
ね
て
き
た

＊
Ⅰ

。
字
類
抄
は
周
知
の
と
お
り
、
イ
ロ
ハ
引
き
の
下
位
は
次
の
二
一
部
か

ら
成
り
、
こ
の
部
立
に
つ
い
て
は
、
『
平
安
韻
字
集
』
の
分
類
を
借
用
し

た
も
の
で
あ
る
と
い
う
吉
田
金
彦
氏
（
一
九
六
七
）
＊
２

の
御
論
が
あ
る
。

　
　

天
象　

地
儀　

植
物　

動
物　

人
倫　

人
体　

人
事

　
　

飲
食　

雑
物　

光
彩　

方
角　

員
数　

辞
字　

重
点

　
　

畳
字　

諸
社　

諸
寺　

国
郡　

官
職　

姓
氏　

名
字

ま
た
字
類
抄
は
古
記
録
の
語
彙
を
多
く
収
録
す
る
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
て

い
る
。
個
別
に
は
、
古
記
録
よ
り
も
『
今
昔
物
語
集
』
な
ど
の
説
話
に
よ

く
出
る
語
や
、
漢
詩
文
特
有
の
語
や
、
漢
文
訓
読
語
や
、
そ
も
そ
も
当
時

日
本
で
用
例
を
見
出
し
が
た
い
語
群
等
も
存
す
る
も
の
の
、
古
記
録
の
語

彙
と
重
な
る
部
分
が
相
当
大
き
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
肯
定
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
て
、
字
類
抄
の
編
者
で
あ
る
橘
忠
兼
が
如
何
な
る
言
語
基
盤
を
も
っ

て
字
類
抄
に
収
録
す
る
語
彙
を
収
集
し
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
字
類
抄
の

性
質
を
客
観
的
に
見
極
め
る
う
え
で
不
可
欠
な
視
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
一
方
で
、
如
何
な
る
利
用
者
・
利
用
方
法
を
想
定
し
て
字
類
抄
を

構
成
し
た
か
、
す
な
わ
ち
右
の
部
立
を
採
用
し
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
別

に
考
え
ら
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。
吉
田
氏
の
述
べ
ら
れ
る
通
り
、
部
立

は
韻
字
集
の
も
の
を
借
用
し
た
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
借
用
す
る
こ
と

自
体
が
、
編
者
に
と
っ
て
必
要
性
、
妥
当
性
の
あ
る
行
為
で
あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
字
類
抄
が
（
例
え
ば
）
古
記
録
を
記
す
た
め
に

適
し
た
構
成
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
」
と
い
う
単
純
な
疑
問
か
ら
出
発
し
、

古
記
録
の
語
彙
が
、
字
類
抄
の
ど
の
部
立
に
収
録
さ
れ
て
い
る
か
を
調
査

　
　
　

古
辞
書
の
意
義
分
類
と
古
記
録

―

『色
葉
字
類
抄
』
と

『明
月
記
』
を
例
と
し
て
―藤　

本　
　

灯



す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
点
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

・ 

古
記
録
の
語
彙
が
採
録
さ
れ
て
い
る
字
類
抄
の
部
立
の
分
散
と
偏
り
は

如
何
な
る
も
の
か

・ 

字
類
抄
に
採
録
さ
れ
て
い
な
い
古
記
録
語
彙
の
集
合
と
は
如
何
な
る
も

の
か

　

―
―
容
易
な
字
や
語
で
あ
る
か
、
単
な
る
遺
漏
か

　

―
―
単
字
か
、
熟
語
か

　

―
―
和
語
か
、
漢
語
か

・
字
類
抄
の
部
立
は
古
記
録
を
記
す
た
め
に
適
し
た
も
の
で
あ
る
か

　

な
お
、
古
記
録
の
語
彙
、
表
記
や
用
字
、
ま
た
一
部
字
類
抄
と
の
重
な

り
に
つ
い
て
も
既
に
先
行
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
が
（
峰
岸
一
九
八
六
＊
３

、

前
田
一
九
八
八
＊
４

、
浅
野
二
〇
一
一
＊
５

な
ど
）
、
多
く
の
場
合
、
古
記
録

の
訓
読
の
補
助
と
し
て
字
類
抄
を
活
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
字
類
抄
の
部

立
を
中
心
と
し
て
考
察
し
た
も
の
は
管
見
に
入
ら
な
か
っ
た
た
め
、
こ
れ

ら
の
先
行
研
究
も
参
考
に
し
つ
つ
、
右
の
目
的
に
よ
っ
て
調
査
を
進
め
る

こ
と
と
し
た
。

　
　
　
　

調
査
対
象

　

本
稿
の
目
的
よ
り
見
れ
ば
、
調
査
対
象
と
す
る
古
記
録
は
、
敢
え
て
字

類
抄
語
彙
の
性
質
と
の
類
似
を
考
え
る
必
要
は
な
く
、
任
意
の
も
の
で
構

わ
な
い
こ
と
と
な
る
が
、
次
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
に
よ
り
、
藤
原
定
家
『
明

月
記
』
（
治
承
四
～
嘉
禎
元
年
［1

1
8
0
-
1
2
3
5

］
）
の
う
ち
、
治
承
四
年
の
記

事
三
〇
件
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

・
字
類
抄
の
編
纂
時
期
（
天
養
―
治
承
年
間
）
と
近
い
記
事
を
含
む
文
献

・
こ
れ
ま
で
字
類
抄
と
の
比
較
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
文
献

・ 

こ
れ
ま
で
現
代
の
文
学
者
等
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
訓
読
文
が
一
定
量
あ

る
文
献

　
　
　
　

調
査
方
法

　

『
明
月
記
』
の
該
当
記
事
を
、
従
来
行
わ
れ
て
き
た
訓
読
文
＊
６

を
参
考
と

し
な
が
ら
語
や
文
節
単
位
に
分
割
し
、
そ
れ
が
字
類
抄
の
ど
の
部
に
収
録
さ

れ
る
か
、
あ
る
い
は
さ
れ
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
調
査
し
た
。
こ
れ
は
字
類

抄
の
中
に
漢
字
字
書
的
部
門
（
人
事
部
の
一
部
、
辞
字
部
、
名
字
部
）
と
、

そ
う
で
な
い
（
敢
言
す
る
な
ら
国
語
辞
書
的
）
部
門
が
存
在
す
る
た
め
、
そ

れ
を
緩
や
か
に
捉
え
て
活
用
し
て
み
る
、
と
い
う
姿
勢
に
よ
る
。
筆
者
が
字

類
抄
の
性
格
に
合
わ
せ
て
恣
意
的
な
区
切
り
を
設
け
る
こ
と
を
防
ぐ
と
い
う

目
的
の
た
め
に
は
、
一
方
で
、
『
明
月
記
』
本
文
を
全
て
単
字
に
分
解
し
て

字
類
抄
の
中
に
調
査
し
、
熟
合
し
た
も
の
は
別
途
考
慮
す
る
と
い
う
手
順
も

考
え
ら
れ
る
が
、
今
回
は
、
現
代
の
我
々
（
こ
こ
で
は
先
行
研
究
に
よ
る
訓

読
文
）
と
の
ズ
レ
を
見
る
こ
と
を
優
先
し
、
本
手
法
を
採
用
し
た
。
文
の
分

割
に
つ
き
先
人
に
よ
る
訓
読
文
を
基
準
と
す
る
こ
と
は
、
後
に
も
述
べ
る
と



お
り
、
そ
の
分
割
如
何
が
字
類
抄
で
の
掲
出
の
有
無
に
直
接
関
わ
る
た
め

に
慎
重
に
な
る
べ
き
と
こ
ろ
で
は
あ
る
も
の
の
、
古
記
録
を
「
訓
読
」
す

る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
文
の
在
り
方
に
は
一
定
の
学
術
上

の
説
得
力
が
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
ま
た
逆
に
そ
の
訓
読
を
基
準
に
す
る
と

字
類
抄
の
在
り
方
と
ズ
レ
が
生
じ
る
場
合
に
、
訓
読
方
法
の
再
考
に
繋
が

る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
次
に
語
句
で
区

切
っ
た
原
文
と
訓
読
文
を
例
示
す
る
。

【
原
文
】
（
『
明
月
記
』
冒
頭
三
日
、
／
は
調
査
の
た
め
の
任
意
の
区
切
り
を
表
す
＊
７

）

　

（
前 

欠
、
治
承
四
年
二
月
五
日
）
右
宰
相
中
将
／
〈
束
帯
〉
／
参
入
／
若
／
釈
奠
／
之

／
次
／
歟

　

（
二 

月
六
日
）
天
／
晴
／
今
夜
／
新
宰
相
中
将
／
拝
賀
／
通
業
／
語
／
云
／
前
駈
／
六

人
／
具
／
一
員
／
二
人
／
私
／
随
身
／
壺
胡
簶
／
侍
従
／
相
具

　

七
日
／
夜
／
参
内

【
参
考
訓
読
文
】

○
「
『
明
月
記
』
を
読
む
」
の
訓
読
文

　

（
五 

日
条
、
前
欠
）
右
宰
相
中
将
〈
束
帯
〉
、
参
入
す
。
も
し
は
釈
奠
の
次
い
で
か
。

　

（
六 

日
）
天
晴
。
今
夜
、
新
宰
相
中
将
拝
賀
す
。
通
業
語
り
て
云
は
く
、
前
駈
六
人
、

一
員
二
人
を
具
し
、
私
随
身
は
壺
胡
簶
、
侍
従
相
具
す
。

　

七
日
。
夜
、
参
内
す
。

○
『
訓
読
明
月
記
』
の
訓
読
文

　

（
五
日
）
。
右
宰
相
中
将
（
束
帯
）
参
入
す
。
若
し
く
は
釈
奠
の
次
で
か
。

　

（
六 

日
）
。
天
晴
る
。
今
夜
、
新
宰
相
中
将
拝
賀
（
通
業
語
り
て
云
ふ
、
前
駈
六
人
、
一

員
二
人
を
具
す
。
私
の
随
身
壺
胡
籙
、
侍
従
相
具
す
と
）
。

　

七
日
。
夜
参
内
す
。

　

表
１
は
調
査
時
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
（
表
の
凡
例
は
表
２
・
３
と
同
様
で

あ
る
）
。
「
本
文
」
が
既
成
訓
読
文
を
元
と
し
た
区
切
り
（
計
一
一
四
四
項
目
）
、

「
当
該
箇
所
音
訓
」
が
字
類
抄
に
採
録
さ
れ
た
音
訓
、
「
収
録
部
」
が
そ
の
音

訓
を
収
録
す
る
字
類
抄
の
部
で
あ
る
。

　

次
頁
よ
り
、
調
査
結
果
の
表
を
載
せ
る
。





表
２
・
３
の
凡
例

　

・ 

部
門
名
を
（　

）
に
入
れ
た
も
の
は
、
一
部
表
記
重
複
語
や
、
想
定
さ
れ
る
音
訓
で
は
な
か
っ
た
も
の

の
収
録
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
部
門
名
を
「
・
」
で
つ
な
い
だ
も
の
は
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
収

録
が
あ
っ
た
も
の
、
「
＋
」
は
語
を
分
解
す
る
と
収
録
が
あ
っ
た
も
の
、
「-

」
は
分
解
し
て
も
一
般
に
想

定
さ
れ
る
音
訓
で
の
収
録
が
な
か
っ
た
部
分
を
示
す
。
（　

）
と
「-

」
と
の
区
別
は
任
意
に
お
こ
な
っ
た
。

　
　
　

例 　

（
官
職
）
「
衛
門
」
…
『
明
月
記
』
「
衛
門
」
に
対
し
、
字
類
抄
「
官
職
」
に
「
衛
門
府
」
の
収
録
が
あ
っ
た 

　
　
　

例 　

-

＋
（
官
職
）
「
左
大
将
」
…
「
サ
―
左
」
は
な
く
（
ヒ
タ
リ
は
あ
り
）
、
「
カ
ミ
―
大
将
」
が
あ
っ
た

表
２
の
凡
例

　

・
字
類
抄
の
部
門
順
、
そ
の
中
を
用
例
数
順
に
並
べ
た
。
数
字
は
用
例
数
で
あ
る
。

　

・ 「
辞
字
」
「
畳
字
」
「
（
収
録
）
な
し
」
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
内
容
を
別
表
に
計
上
し
た
。
「
名
字
」
に
つ

い
て
は
、
二
字
単
位
の
名
を
対
象
と
し
て
数
え
、
表
内
で
は
内
容
を
省
略
し
た
。

表
３
の
凡
例

　

・ 

字
類
抄
の
部
門
順
に
並
べ
、
複
数
部
門
に
収
録
が
あ
っ
た
も
の
や
分
解
す
る
と
収
録
が
あ
っ
た
も
の
は

別
に
置
い
た
。
数
字
は
用
例
数
で
あ
る
。

　

・
「
名
字
」
の
異
な
り
は
、
二
字
単
位
の
名
を
対
象
と
し
て
計
上
し
た
。

　

・
「
重
点
」
の
「
云
云
」
「
云
々
」
は
同
一
語
と
し
て
計
上
し
た
。

別
表
１
・
２
の
凡
例

　

・
用
例
数
順
に
並
べ
た
。
数
字
は
用
例
数
で
あ
る
。

別
表
３
（
次
頁
）
の
凡
例

　

・
整
理
番
号
を
付
し
、
用
例
数
順
に
並
べ
た
。





　
　
　
　

調
査
結
果
の
概
観

　

ま
ず
、
全
般
的
傾
向
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

・ 『
明
月
記
』
中
、
単
字
で
検
索
し
た
も
の
は
ほ
ぼ
全
て
、
穏
当
な
語
形
に

よ
っ
て
字
類
抄
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
＊
８

・ 『
明
月
記
』
該
当
記
事
の
う
ち
少
な
く
と
も
約
七
割
の
語
は
字
類
抄
に

収
録
さ
れ
て
お
り
、
収
録
さ
れ
な
い
と
し
た
も
の
（
別
表
３
）
も
平
安

時
代
の
男
性
貴
族
の
用
字
と
し
て
は
基
本
的
な
も
の
ば
か
り
の
よ
う
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
基
本
字
で
構
成
さ
れ
た
音
読
み
・
訓
読
み
の
熟
語
は
、

単
字
に
分
解
し
て
訓
に
当
た
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
ほ
ぼ
全
て
の
字
を
字

類
抄
に
索
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
一
方
、
「
飈
―
ツ
ム
シ

カ
セ
」「
拯
（
人
）
―
ク
チ
ト
リ
」
な
ど
の
難
字
も
収
録
が
認
め
ら
れ
た
。

・ 「
随
身
」
（
官
職
・
畳
字
）
「
雑
色
」
（
人
倫
・
畳
字
）
の
よ
う
に
、
特
定

の
一
つ
の
語
が
同
じ
読
み
方
で
複
数
の
部
に
収
録
さ
れ
て
い
る
場
合
が

あ
り
、
目
的
の
字
に
行
き
着
く
た
め
の
経
路
が
多
い
こ
と
は
利
用
者
に

と
っ
て
は
便
利
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
複
数
箇
所
に
掲

出
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
な
い
も
の
と
の
差
異
に
つ
い
て
は
考
え
る
べ
き

課
題
で
も
あ
る
＊
９

。
「
ク
フ
―
供
奉
」
な
ど
は
、
語
義
が
概
念
的
な
場
合

（
「
畳
字
」
）
と
具
体
的
な
場
合
（
「
官
職
」
）
で
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

な
ろ
う
。

・ 「
不
快
」
が
「
フ
ク
ワ
イ
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

生
産
性
の
高
い
「
不
」
の
よ
う
な
字
を
冠
す
る
語
を
無
限
に
収
録
す
る

こ
と
は
、
想
定
さ
れ
る
字
類
抄
の
編
纂
方
針
＊
１
０

と
齟
齬
が
あ
る
よ
う
に

考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
が
、
「
不
快
」
は
「
不
」
を
冠
す
る
語
の
中
で

も
よ
り
熟
合
度
の
高
い
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

・ 

本
調
査
で
収
録
あ
り
と
し
た
も
の
で
も
、「
イ
ヘ
―
第
」
「
イ
ヘ
―
宅
」
「
ア

ス
―
明
日
」
な
ど
、
文
脈
・
表
現
上
、
最
適
の
訓
で
あ
る
か
疑
わ
し
い
も

の
も
あ
っ
た
。
裏
を
返
せ
ば
、
現
代
に
お
い
て
、
字
類
抄
に
収
録
の
あ
る

音
訓
を
古
記
録
の
訓
読
に
積
極
的
に
利
用
す
る
た
め
に
は
、
他
の
文
献
に

当
た
る
な
ど
の
従
来
の
方
法
に
も
よ
り
な
が
ら
、
更
な
る
精
査
を
行
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
　
　
　

字
類
抄
に
収
録
が
な
か
っ
た
語
に
つ
い
て
の
検
討

　

次
に
、
別
表
３
に
示
し
た
内
容
に
つ
い
て
見
る
。
こ
れ
は
『
明
月
記
』
の

語
彙
の
う
ち
、
筆
者
が
指
定
し
た
単
位
、
ま
た
想
定
さ
れ
た
音
訓
で
は
、
字

類
抄
に
収
録
が
な
か
っ
た
語
群
で
あ
る
。
表
２
や
表
３
で
示
し
た
う
ち
「-

」

を
含
む
も
の
は
、
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
注
７
に
示
し
た
と
お

り
、
二
字
熟
語
（
複
合
名
詞
）
に
つ
い
て
は
特
に
分
割
し
て
字
類
抄
中
に
探

さ
ず
、
別
表
３
に
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。
字
類
抄
非
収
録
の
語
に
つ
い
て

は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

・ 「
ノ
―
之
」
の
よ
う
な
頻
出
の
単
字
で
も
、
字
類
抄
に
収
録
さ
れ
て
い
な

い
場
合
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
之
」
の
読
み
が
自
明
で
あ
る
、
あ
る

い
は
「
之
」
が
不
読
字
に
準
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
か
も



し
れ
な
い
が
、
同
じ
助
辞
で
あ
る
「
ハ
―
者
」
「
カ
―
歟
」
「
ナ
リ
―
也
・

焉
」
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』（
以

下
名
義
抄
）
に
は
「
ノ
・
カ
」
（
法
下
）
と
し
て
収
録
の
あ
る
こ
と
な
ど

と
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
単
な
る
字
類
抄
の
遺
漏
で
あ
る
可
能
性
が
大
き

い
（
た
だ
し
十
巻
本
字
類
抄
で
も
増
補
は
さ
れ
て
い
な
い
）
。
編
者
の
助

辞
へ
の
意
識
や
、
「
遺
漏
か
、
遺
漏
で
な
い
か
」
と
い
う
、
辞
書
研
究
で

は
避
け
て
通
れ
な
い
問
い
に
つ
い
て
の
意
識
を
新
た
に
す
る
べ
き
状
況

が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。

・ 「
ソ
ノ
―
其
」
「
コ
ノ
―
此
」
の
形
で
は
字
類
抄
に
収
録
が
な
い
が
、
「
ソ

レ
」
「
コ
レ
」
は
あ
る
（
名
義
抄
も
同
様
）
。
し
か
し
変
体
漢
文
に
お
い

て
こ
れ
ら
の
字
は
、
む
し
ろ
連
体
詞
と
し
て
の
用
法
こ
そ
が
主
た
る
も

の
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
一
方
、
「
カ
レ
・
カ
ノ
―
彼
」
（
本
調
査
外
）

は
収
録
さ
れ
て
お
り
、
連
体
詞
に
対
す
る
認
識
や
、
そ
れ
ら
を
統
一
的

に
提
示
し
よ
う
と
い
う
意
識
に
乏
し
か
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、
前

項
と
併
せ
て
掲
出
訓
の
語
形
に
つ
い
て
は
（
利
用
者
側
の
意
識
の
問
題

と
し
て
も
）
更
に
考
え
る
べ
き
余
地
が
あ
る
。

・ 「
八
条
」
「
六
角
」
の
よ
う
な
細
か
い
地
名
は
字
類
抄
に
収
録
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
も
そ
も
三
巻
本
字
類
抄
に
お
け
る
地
名
の
掲
出
は
『
延
喜
式
』

や
『
和
名
類
聚
抄
』
（
以
下
、
和
名
抄
）
か
ら
の
孫
引
き
以
上
の
価
値
は

な
く
、
当
時
の
京
都
を
中
心
と
す
る
地
名
を
補
填
し
よ
う
と
し
た
形
跡

も
な
い
た
め
、
少
な
く
と
も
日
記
を
記
す
際
に
地
名
の
用
字
を
本
書
に

索
め
る
こ
と
は
、
（
存
在
の
仮
定
さ
れ
る
）
記
主
側
か
ら
も
字
類
抄
側
か

ら
も
想
定
外
の
用
法
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
字
類
抄
の

部
立
に
「
官
職
部
」
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
官
職
名
の
収
録

が
不
十
分
で
あ
る
の
も
同
様
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

・ 

接
頭
辞
の
「
御
」
は
、
「
オ
ヽ
ム
・
オ
ホ
ム
（
人
事
）・
ミ
（
辞
字
）
―
御
」

の
収
録
は
あ
る
が
、
単
字
の
「
ゴ
」
「
ギ
ヨ
」
と
し
て
は
収
録
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
れ
は
古
記
録
で
用
い
ら
れ
る
「
御
」
が
敬
意
を
表
す
和
用
法

で
あ
る
こ
と
と
も
関
連
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
字
類
抄
が
む
し
ろ
変

体
漢
文
を
綴
る
た
め
に
製
作
さ
れ
た
と
い
う
見
方
も
あ
る
以
上
、
非
掲

載
は
不
審
で
あ
る
。
実
際
に
日
記
を
ど
う
訓
ず
る
か
（
そ
も
そ
も
訓
ず

る
の
か
）
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
字
の
語
形
を
ど
の
よ
う
に
想
定
し
て

用
字
を
調
べ
る
か
と
い
う
こ
と
の
間
に
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
は
現
代
に

お
い
て
も
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
が
、
字
類
抄
の
編
者
は
、
一
つ
の
字

語
を
調
べ
る
た
め
の
ル
ー
ト
を
複
数
用
意
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
（
表

２
・
３
で
「
・
」
で
示
し
た
よ
う
な
例
に
も
表
れ
て
い
る
）
。
字
類
抄
内

で
音
訓
両
形
な
ど
の
複
数
語
形
を
提
示
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
前
節
で
も
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
引
き
続
き
今
後
の
検
討
課

題
と
し
た
い
。

・ 「
招
寄
」
の
よ
う
な
複
合
動
詞
、
「
語
給
」
の
よ
う
な
補
助
動
詞
を
付
す

も
の
、
「
相
具
」
「
御
弟
」
の
よ
う
な
接
頭
辞
を
冠
す
る
も
の
は
、
（
あ
る

意
味
当
然
な
が
ら
）
熟
語
と
し
て
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
用
字



を
検
索
す
る
た
め
に
は
一
字
ご
と
に
分
割
し
て
当
た
る
必
要
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
字
類
抄
に
は
、
和
語
の
複
合
動
詞
を
体
系
的
に
収
録
す
る
た

め
の
部
立
が
な
く
、
敢
え
て
言
う
な
ら
畳
字
部
訓
読
語
に
列
挙
す
る
こ

と
は
で
き
よ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
語
を
無
限
に
列
挙
す
る
こ
と
は
編
者

の
想
定
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

・  

表
２
や
別
表
３
を
見
て
も
一
目
瞭
然
で
あ
る
よ
う
に
、
「
二
人
」
の
よ
う

な
数
詞
を
含
む
語
や
、
官
職
で
「
新
～
」
「
左
～
」
な
ど
の
修
飾
的
要
素

を
冠
す
る
語
は
、
原
則
と
し
て
熟
語
と
し
て
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
後

者
に
つ
い
て
は
「
シ
ン
―
新
」
「
サ
―
左
」
な
ど
の
音
読
の
単
字
と
し
て

も
収
録
が
な
か
っ
た
。
「
左
」
に
つ
い
て
は
「
ヒ
タ
リ
」
（
方
角
）
の
収

録
は
あ
る
も
の
の
、
実
際
に
「
左
大
臣
」
を
「
サ
ダ
イ
ジ
ン
」
「
ヒ
ダ
リ

ノ
オ
ホ
イ
マ
ウ
チ
キ
ミ
」
「
ヒ
ダ
リ
ノ
オ
ト
ド
」
等
の
い
ず
れ
で
読
む
の

か
（
読
ん
だ
の
か
）
と
い
う
こ
と
と
、
辞
書
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
掲
出

語
形
を
如
何
様
に
設
定
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
別
問
題
で
あ
り
、
少
な

く
と
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
字
類
抄
編
者
の
考
え
の
埒
外
で
あ
っ
た
こ

と
が
窺
え
る
。

・ 「
九
日
未
時
許
参
内
」
の
よ
う
な
文
で
あ
れ
ば
通
常
、
「
こ
こ
の
か
ひ
つ

じ
の
と
き
ば
か
り
さ
ん
だ
い
す
」
と
訓
じ
て
問
題
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
が
、
「
九
日
」
「
参
内
」
な
ど
は
熟
語
と
し
て
は
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、

も
し
字
類
抄
内
で
こ
れ
ら
の
用
字
を
調
べ
る
必
要
が
生
じ
た
際
に
は

「
九
」
「
日
」
「
参
」
「
内
」
に
分
割
し
て
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
な
る
。
「
参
内
」
が
音
読
語
と
し
て
収
録
さ
れ
な
い
こ
と
の
み
を
以
て
、

実
際
に
は
「
内
に
参
る
」
と
い
う
よ
う
な
訓
読
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
な
ど
と
疑
う
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
可
能
性

も
容
易
に
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
『
明
月
記
研
究
』
訓

読
文
に
お
い
て
も
、
「
参
○
（
例
：
参
院
）
」
と
い
う
形
を
概
ね
「
○
に

参
る
（
例
：
院
に
参
る
）
」
と
訓
じ
て
い
る
一
方
で
、
「
参
内
」
に
つ
い

て
は
「
参
内
す
」
と
音
読
す
る
な
ど
、
訓
読
の
在
り
方
が
や
や
恣
意
的

に
見
え
る
場
合
が
あ
る
。
文
学
研
究
に
お
い
て
、
音
読
語
と
し
て
の
熟

合
具
合
に
つ
い
て
は
、
古
辞
書
の
掲
出
語
形
が
参
考
に
さ
れ
て
き
た
場

合
も
多
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
合
も
単
な
る
音
読
語
形
の

遺
漏
と
せ
ず
に
、
当
時
の
在
り
方
を
よ
り
よ
く
考
え
る
契
機
と
し
た
い
。

ま
た
「
未
時
」
な
ど
は
、
単
字
を
別
々
の
部
立
に
お
い
て
「
未
（
方
角
）
」

「
時
（
天
象
）
」
と
引
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
聊
か
面
倒
の
よ
う
に

思
え
る
。
「
未
時
」
の
表
記
を
国
語
辞
書
で
調
べ
る
成
人
男
性
貴
族
が
存

在
し
た
と
は
考
え
難
い
が
、
や
は
り
編
者
の
想
定
し
た
枠
組
み
と
し
て
、

こ
の
よ
う
な
語
は
熟
合
し
た
も
の
と
し
て
収
録
す
る
意
義
が
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

・ 「
八
条
〈
院
〉
」
「
鳥
羽
〈
殿
〉
」
の
よ
う
に
人
物
を
表
す
た
め
の
語
が
も

と
は
建
築
物
名
を
示
す
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
、
そ
の
場
合
は
理
論
上

「
（
建
築
物
名
を
収
録
す
る
）
地
儀
部
」
を
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
る
。
こ
の
分
類
方
法
を
当
時
の
常
識
と
見
る
べ
き
か
、
不
親
切



と
見
る
べ
き
か
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
前
項
の
「
未
」
「
時
」
と

同
様
に
、
「
院
」
「
殿
」
な
ど
も
、
実
際
に
「
書
く
た
め
」
に
収
録
さ
れ

た
「
字
」
と
し
て
は
易
し
す
ぎ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
筆
者
の
考
え

で
は
、
こ
れ
ら
は
前
時
代
の
和
名
抄
か
ら
の
孫
引
き
（
「
院
」
「
殿
」
共

に
二
十
巻
本
巻
十
居
処
部
に
立
項
）
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
字
類
抄
の
語

彙
収
集
方
針
や
分
類
掲
出
方
針
を
考
え
る
上
で
は
、
今
後
、
こ
れ
ら
を

厳
密
に
区
別
し
て
（
場
合
に
よ
っ
て
は
排
除
し
て
）
扱
う
必
要
が
あ
る

と
い
う
事
情
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

・ 

類
義
語
で
も
そ
の
う
ち
特
定
の
語
・
表
記
し
か
収
録
さ
れ
な
い
場
合
の

あ
る
こ
と
が
、
改
め
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
字
類
抄
に
「
此
夜
」
（
本
調

査
外
）
は
収
録
が
あ
る
が
「
今
夜
」
は
な
く
、「
行
幸
」
は
あ
る
が
「
御
幸
」

は
な
い
、「
ツ
キ
コ
ロ
―
月
来
」（
本
調
査
外
）
は
あ
る
が
「
ヒ
コ
ロ
―
日
来
」

は
な
い
な
ど
。
字
類
抄
が
、
天
候
を
表
す
「
陰
晴
」
は
収
録
す
る
が
「
晴

陰
」
は
し
な
い
な
ど
の
事
情
と
通
じ
、
一
部
は
出
典
を
示
唆
す
る
も
の

か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

・ 「
馬
副
」
「
朝
臣
」
「
参
議
」
「
騎
馬
」
「
昨
日
」
「
参
内
」
「
出
仕
」
「
山
車
」

「
臨
時
」
な
ど
は
当
時
の
古
記
録
に
お
い
て
頻
用
の
熟
語
と
考
え
ら
れ
る

が
、
字
類
抄
に
収
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
遺
漏
で
あ
る
か
、
編
者
の

言
語
基
盤
や
出
典
を
示
す
要
素
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
に
述
べ
た
事
柄
と
併
せ
て
、
今
後
、
調
査
範
囲
を
広
げ
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

　
　
　
　

考
察
と
展
望

　

さ
て
、
本
稿
の
最
初
の
問
い
は
、『
色
葉
字
類
抄
』
の
部
立
の
在
り
方
が
、

古
記
録
を
書
く
際
に
有
効
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
古
記
録
を
記
す
際

に
字
類
抄
を
使
う
た
め
に
は
、
ま
ず
字
類
抄
の
部
立
や
漢
字
の
字
義
に
つ

い
て
の
理
解
が
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
例
え
ば
敬
称
で
あ
る
「
殿
」

の
字
を
引
く
た
め
に
は
、
元
来
の
建
築
物
の
意
か
ら
「
地
儀
部
」
に
当
た

ら
ね
ば
な
ら
な
い
（
「
人
事
」
や
「
辞
字
」
に
は
収
録
が
な
い
）
し
、
「
ヒ

ツ
シ
―
未
」
は
「
天
象
部
」
に
は
な
く
「
方
角
部
」
に
あ
る
。
ま
た
、
特

に
熟
語
の
収
録
が
網
羅
的
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い

た
め
、
利
用
者
は
、
当
時
の
基
本
字
に
つ
い
て
既
に
一
定
以
上
の
知
識
を

持
っ
て
お
り
、
漢
字
の
音
読
み
と
訓
読
み(

意
味)

に
通
暁
し
て
い
な
け

れ
ば
、
目
的
の
字
や
語
に
た
ど
り
着
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
高
頻
度
で
起

こ
り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
の
と
こ
ろ
、
漢
字
の
音
読
み
と
訓
読
み

(

意
味)

に
通
暁
し
て
い
れ
ば
、
基
本
字
の
書
記
に
困
難
を
伴
う
こ
と
は

稀
で
あ
ろ
う
。

　

右
の
前
半
に
述
べ
た
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、
字
類
抄
の
在
り
方

は
、
必
ず
し
も
古
記
録
を
書
く
と
い
う
目
的
の
た
め
に
は
合
理
的
な
分
類

で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
、
と
い
う
の
が
現
段
階
の
筆
者
の
結
論
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
考
え
ら
れ
る
最
も
合
理
的
な
分
類
を
用
い
て
字
類
抄
を
再
構

築
し
た
と
し
て
、
当
時
の
男
性
貴
族
が
そ
の
分
類
を
用
い
て
効
率
的
に
日

記
を
書
け
る
か
と
言
え
ば
、
現
状
の
字
類
抄
を
用
い
る
の
と
大
差
は
な
い



も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
表
３
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
今

回
調
査
対
象
と
し
た
『
明
月
記
』
の
用
語
の
多
く
は
、
「
名
字
」
を
除
け

ば
主
と
し
て
「
辞
字
」
「
畳
字
」
に
集
中
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し

て
「
辞
字
」
や
「
畳
字
」
の
語
は
、
別
の
音
訓
で
も
重
複
掲
出
さ
れ
る
な
ど
、

編
者
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
お
り
、
特
に
「
書
く
た
め
の
辞
書
」
と
し
て

の
引
き
辛
さ
は
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
む
し
ろ
難
し
さ
が
あ
る
の
は
、

主
と
し
て
前
時
代
の
和
名
抄
等
か
ら
継
承
し
た
語
を
イ
ロ
ハ
順
に
並
べ
直

し
た
だ
け
の
箇
所
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
元
の
書
物
に
あ
っ
た
（
字
類

抄
編
纂
時
よ
り
二
〇
〇
年
以
上
前
の
）
意
義
分
類
に
沿
っ
て
配
置
さ
れ
て

い
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
字
類
抄
を
古
記
録
と
結
び
付
け
て
考
え
る
従
来
の
在
り
方
に

則
る
の
で
あ
れ
ば
、
字
類
抄
の
「
新
味
」
と
も
言
う
べ
き
部
立
（
「
辞
字
」「
重

点
」「
畳
字
」「
名
字
」
な
ど
、
物
の
名
の
意
義
分
類
に
属
さ
な
い
も
の
）
は
、

当
時
の
文
章
作
成
時
に
活
用
す
る
枠
組
み
と
し
て
十
分
な
機
能
を
備
え
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
し
、
そ
れ
こ
そ
が
書
記
の
現
場
で
必
要
と
さ
れ

て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
右
に
述
べ
た
「
使
い
辛
さ
」も
、

必
ず
全
て
の
字
句
を
字
類
抄
に
索
め
よ
う
と
す
れ
ば
と
い
う
前
提
で
の
話

で
あ
っ
て
、
実
際
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
編

者
が
も
し
「
書
く
た
め
の
辞
書
」
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

の
目
的
は
最
低
限
果
た
さ
れ
る
よ
う
な
部
立
が
新
規
に
採
用
さ
れ
た
の
で

あ
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
冒
頭
で
立
て
た
問
い
は
一
部
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
も
、
特
に
前
節

で
取
り
上
げ
た
「
字
類
抄
に
収
録
が
な
か
っ
た
語
」
を
中
心
に
、
更
に
多

岐
に
わ
た
る
問
い
を
産
出
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
将
来

的
な
研
究
課
題
と
し
て
有
効
な
も
の
で
あ
る
。
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、

古
記
録
の
訓
読
に
際
し
て
字
類
抄
を
如
何
に
活
用
す
る
か
（
で
き
る
か
）

と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
、
本
稿
末
（
左
）
に
掲
げ
た
峰
岸
明
氏
に
よ
る

変
体
漢
文
解
読
の
た
め
の
課
題
も
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
再
検
討
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

【
参
考
】
峰
岸
明
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
二
六
五
頁
よ
り
引
用

変
体
漢
文
と
称
さ
れ
る
漢
文
体
で
作
成
さ
れ
た
文
章
に
お
け
る
、
そ
の
漢
字
文
乃
至
漢
字
表
記
語

を
解
読
す
る
に
当
た
っ
て
逢
着
す
る
諸
問
題
を
要
約
す
る
と
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

一 　

そ
の
よ
う
な
漢
文
体
の
文
章
表
記
に
お
い
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
国
語
文
を
ど
の
よ
う
に
想

定
す
る
か
。

１　

所
与
の
漢
字
列
に
つ
い
て
、
句
読
を
ど
の
よ
う
に
施
す
か
。

２ 　

文
相
当
の
漢
字
列
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
構
文
の
表
記
と
解
釈
す
る
か
。

３ 　

語
相
当
の
漢
字
列
に
つ
い
て
、
単
字
・
熟
字
い
ず
れ
よ
り
成
る
と
見
る
か
。
即
ち
、
単
語
・

複
合
語
い
ず
れ
の
表
記
と
認
め
る
か
。

二 　

一
で
認
定
さ
れ
た
漢
字
表
記
語
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
、
訓
読
の
語
で
あ
る
の
か
、
音
読
の
語

で
あ
る
の
か
。

１ 　

そ
の
漢
字
表
記
語
が
訓
読
の
語
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
和
訓
は
、
ど
の
よ
う
に
確
定
し
得
る

か
。

２ 　

そ
の
漢
字
表
記
語
が
音
読
の
語
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
字
音
は
、
ど
の
よ
う
な
系
統
の
も
の

で
あ
る
の
か
。

３　

そ
の
漢
字
表
記
語
は
、
音
訓
雑
糅
の
語
で
あ
る
か
。



[
注]

＊
１ 　

拙
著
『
『
色
葉
字
類
抄
』
の
研
究
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
）
、
「
三
巻
本
『
色
葉

字
類
抄
』
人
事
部
・
辞
字
部
の
性
質
」
（
『
日
本
語
学
論
集
』
１
１
、
二
〇
一
五
）
、「
『
色

葉
字
類
抄
』
「
雑
物
部
」
の
研
究
」
（
『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
３
７
、
二
〇
一
八
）
。

＊
２ 　

「
詩
苑
韻
集
の
部
類
立
て
と
色
葉
字
類
抄
」
（
山
田
忠
雄
編
『
本
邦
辞
書
史
論
叢
』
、

三
省
堂
）
。

＊
３ 　

峰
岸
明
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
、
『
変
体

漢
文
』
（
国
語
学
叢
書
１
１
、
東
京
堂
出
版
）
。

＊
４ 　

前
田
富
祺
「
記
録
の
漢
字
」
（
『
漢
字
講
座
５　

古
代
の
漢
字
と
こ
と
ば
』
所
収
、

明
治
書
院
）
。

＊
５  　

浅
野
敏
彦
『
平
安
時
代
識
字
層
の
漢
字
・
漢
語
の
受
容
に
つ
い
て
の
研
究
』
（
和

泉
書
院
）
。
一
四
二
頁
に
、
平
安
時
代
の
文
献
中
の
用
字
調
査
に
関
連
す
る
研
究
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。　

＊
６ 　

主
と
し
て
明
月
記
研
究
会
編
「
『
明
月
記
』
（
治
承
四
年
）
を
読
む
」
（
『
明
月
記
研

究
』
４
、
一
九
九
九
）
を
用
い
、
今
川
文
雄
訳
『
訓
読
明
月
記　

第
一
巻
』（
一
九
七
七
）

も
参
考
と
し
た
。

＊ 

７ 　

語
句
の
区
切
り
は
、
先
入
観
を
排
除
す
る
た
め
、
複
合
名
詞
・
複
合
動
詞
・
接
辞

を
伴
う
も
の
・
人
名
（
名
字
）
に
つ
い
て
も
な
る
べ
く
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
扱

う
こ
と
と
し
た
。
ま
た
特
に
二
字
熟
語
（
特
に
複
合
名
詞
）
に
つ
い
て
は
な
る
べ
く

そ
れ
以
上
分
割
し
て
探
さ
な
い
と
い
う
方
針
を
採
っ
た
。

＊ 

８ 　

例
え
ば
別
表
３
整
理
番
号
８
４
は
、
「
九
日
未
時
許
参
内
新
宰
相
中
将
束
帯
被
候

渡
殿
」
の
例
で
あ
る
が
、
『
明
月
記
研
究
』
で
は
当
該
箇
所
を
「
渡
殿
に
候
ぜ
ら
る
」

と
訓
読
し
て
お
り
、
字
類
抄
に
は
（
「
ハ
ヘ
ル
」
「
サ
フ
ラ
フ
」
等
は
あ
る
も
の
の
）

音
読
用
法
で
は
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
こ
こ
に
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
。

＊ 

９ 　

拙
著
（
二
〇
一
六
）
第
三
章
第
一
節
「
畳
字
部
語
彙
の
性
格
―
訓
読
の
語
の
性
格
―
」

に
、
字
類
抄
の
重
複
掲
出
に
つ
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

＊ 

１ 

０　

拙
著
（
二
〇
一
六
）
一
四
七
頁
「
単
字
に
分
解
し
た
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
字
の

読
み
や
意
味
が
保
た
れ
て
い
る
熟
語
（
「
春
＋
風
」「
谷
＋
川
」
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、

熟
語
の
形
で
は
採
録
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
そ
の
事
情
と
し
て
、
単

字
の
組
み
合
わ
せ
で
無
限
に
広
が
る
熟
語
の
採
集
を
制
限
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
る

こ
と
も
出
来
る
し
、
ま
た
、
読
み
か
ら
漢
字
を
索
め
る
の
で
あ
れ
ば
熟
語
単
位
で
な

く
と
も
各
単
字
の
読
み
か
ら
検
索
出
来
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
と
い
う
編
纂
態
度
を
読

み
取
る
こ
と
も
出
来
る
。
」

付
記　

・ 

本
稿
は
、
第
一
一
八
回
訓
点
語
学
会
研
究
発
表
会
（
二
〇
一
八
年
五
月
一
三
日
、
於
京
都
大
学

文
学
部
第
３
講
義
室
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
改
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
ご
質
問

く
だ
さ
っ
た
方
々
、
ま
た
後
日
ご
助
言
く
だ
さ
っ
た
浅
野
敏
彦
先
生
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

・ 

本
稿
は
、EA

J
S
2
0
1
7

（
リ
ス
ボ
ン
新
大
学
、
二
〇
一
七
年
九
月
一
日
）
に
お
け
る
研
究
発
表(
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)

を
基
と
し
て
追
加
調
査
と
考
察

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
本
調
査
に
用
い
た
『
明
月
記
』
の
本
文
デ
ー
タ
（
原
語
句
区
切
り
を

含
む
）
は
当
時
、
田
中
草
大
氏
に
提
供
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

・ 
本
研
究
は
、J

S
P
S

科
研
費
（1

8
K
1
2
4
0
7

・
若
手
研
究
・
「
「
色
葉
字
類
抄
」
を
中
心
と
す
る
国
語

辞
書
の
語
彙
・
系
譜
の
研
究
」
・
藤
本
灯
）
の
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
ふ
じ
も
と　

あ
か
り 

・ 

本
学
講
師
）


